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 調査概要 

  



 
 

１ 調査の目的            

男女共同参画に性の多様性社会(ジェンダー平等)の視点を加えた、市と

しての目指す姿や基本理念、基本目標、具体的な取組をとりまとめた指針

を策定するに当たり、男女共同参画及び性の多様性に関する意識を把握し、

実情に沿った指針とするためアンケート調査を実施した。 

２ 調査の方法と配布回収数      

■調査の方法 

調査地域 常滑市全域 

調査対象者 住民基本台帳から無作為に抽出した 1,000 人 

調査期間 令和 6 年 7 月 31 日（水）から 8 月 20 日（火）まで 

調査方法 郵送で送付し、返信用封筒及びインターネットで回答 

回答は無記名方式 

■回答状況 

対象者 回答者数 回答率 

1,000 人 
333 人 

(内インターネット回答 111 人) 
33.3％  

 

３ 報告書の見方            

■回答結果の割合「％」は、その設問に対しての回答者数に対して、それ

ぞれの回答数の割合を小数点第１位で四捨五入しております。 

■回答結果の割合で０.5％未満は０％と表記されます。 



 

 
 
 
 調査結果 

 
  



 
 

１ 回答者の属性             
 

性別 

 男性 女性 答えたくない その他 無回答 合計 

回答数  141 177 5 0 10 333 

割合 42% 53% 2% 0% 3% 100% 

 

年齢 

 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
70 代

以上  

無 回 答  合計 

回答数  2 30 46 74 54 51 66 10 333 

割合 1% 9% 14% 22% 16% 15% 20% 3% 100% 

 

職業 

 回答数 割合 

自営業（農林漁業） 6 2% 

自営業（商工サービス業） 8 3% 

自営業（自由業） 15 5% 

会社員、公務員など（管理職） 22 7% 

会社員、公務員など（専門技術職） 34 11% 

会社員、公務員（事務職） 67 21% 

会社員、公務員（労務職） 29 9% 

家事専業 49 15% 

学生 7 2% 

その他 81 25% 

合計 318 100% 

 

結婚しているか 

 結婚している 
結婚しいていたが

離婚死別した 
結婚していない 合計 

回答数 238 24 57 319 

割合 75% 7% 18% 100% 

 

夫婦とも職業をもっているか 

 
夫婦とも 

働いている 

自分のみ 

就業 

配偶者のみ 

就業 
その他 合計 

回答数 149 25 31 39 244 

割合 61% 10% 13% 16% 100% 



 

配偶者はどのような働き方をしているか 

 自営業 
家族従事

者 

雇用者（常

勤） 

雇用者（非

常勤） 
無職 合計 

回答数 24 8 95 55 29 211 

割合 11% 4% 45% 26% 14% 100% 

 

お子さんはいますか 

 いる いない 合計 

回答数 219 95 314 

割合 70% 30% 100% 

 

お子さんの年齢は 

 
就学

前 

小学

生 

中学

生 

高校

生 

大学

生 

専門

学校 
就業 

その

他 

無職 

合計 

回答数 29 43 24 21 14 5 118 12 266 

割合 11% 16% 9% 8% 5% 2% 44% 5% 100% 

 

ご家族はどれか 

 

単身世帯 夫婦のみ 
親と子ど

も 

親と 

子どもと

孫 

その他 合計 

回答数 31 84 168 27 7 317 

割合 10% 26% 53% 9% 2% 100% 

 

 

  



 
 

２ 回答結果              
問１ 次にあげる分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。 回答

総数:327 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方についてどう思

いますか。 回答総数:327 

 

 

 

 

 

 

 

 

3%

29%

38%

30%
賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

男女の地位について「学校教育の場」は 73%が平等との回答でしたが、そのほかの

項目では男性優遇との回答が多かったです。 

「どちらかといえば反対」の割合が 38％と最も高く、次に「反対」の割合が 30%、「賛

成」の割合が 29%となっています。 

15%

30%

12%

40%

9%

4%

15%

9%

54%

44%

32%

37%

35%

16%

41%

39%

25%

23%

49%

21%

48%

73%

32%

45%

5%

2%

7%

2%

7%

6%

10%

6%

1%

0%

1%

0%

1%

1%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会全体

社会通念

法律の制度の上

政治の場

地域生活の場

学校教育の場

職場

家庭生活

男性優遇 どちらかといえば男性優遇 平等 どちらかといえば女性優遇 女性優遇



 

問３ 問２で賛成・どちらかといえば賛成と答えた方にお聞きします。それはなぜ

ですか。（複数回答可） 回答総数:213 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 問２で反対・どちらかといえば反対と答えた方にお聞きします。それはなぜ

ですか。 （複数回答可）回答総数：657 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

56

85

107

122

129

143

その他

自分の両親も外で働いていた

妻が働いて能力を発揮した方が個人や社会にとって良い

男女平等に反する

夫も妻も働いた方が多くの収入を得たれる

固定的な夫と妻の役割の意識を押しつけるべきではない

家事等は妻だけの役割ではないから

0 50 100 150 200

「家事等と両立しながら妻が働き続けることは大変」が最も多く、次に「妻が家庭を守

った方が子どもの成長に良い」が多かったです。 

「家事等は妻だけの割合ではないから」が最も多く、次に「固定的な夫と妻の役割の意

識を押しつけるべきではない」が多かったです。 

8

19

21

47

55

63

その他

伝統的な家族の在り方

自分の両親も役割分担していた

夫が外で働いた方が多くの収入を得られる

妻が家庭を守った方が子どもの成長に良い

家事等と両立しながら妻が働き続けることは大変

0 20 40 60 80



 
 

問５ 「現在結婚している方、又はパートナーと暮らしている方」のみお聞きしま

す。あなたの家庭では、次にあげる家事は主に誰が分担していますか。回答

総数：284 

【回答者：男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答者：女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で行っている割合は、「家計の管理」が 27%と最も高く、次に「洗濯」が 15%と

なっています。 

自分で行っている割合は、「食事のしたく」が 74%と最も高く、次に「掃除」が 69%

となっています。 



 

問６ あなたが、女性が増える方がよいと思う職業や役職は何ですか。（複数回

答可）回答総数：1,432 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 男性が職業を持つことについて、あなたの考え方は次のどれに近いですか。

回答総数：330 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国会議員など議員」が最も多く、次に「首長」と「弁護士や医者などの専門職」が多か

ったです。 

1%
1%

1%

84%

3% 10%

男性は職業を持たない方が良い

結婚するまでは職業を持つ方が良い

子どもができるまでは職業を持った方が良い

子どもができても職業を持ち続ける方が良い

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再

び職業を持つ方が良い

その他

「子どもができても職業を持ち続ける方が良い」の割合が 84％と最も高く、次に「そ

の他」の割合が 10%となっています。 

47

50

78

89

90

102

117

126

133

133

148

148

171

その他

女性だからといって増やす必要はない

大学教授

自治会・ＰＴＡ役員

大学や企業の研究者

起業家

学校の管理職

企業の経営者・役員

企業の管理職

公務員の管理職

弁護士や医師などの専門職

首長

国会議員など議員

0 50 100 150 200



 
 

問８ 女性が職業を持つことについて、あなたの考え方は次のどれに近いですか。

回答総数：330 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 管理職以上に昇進することについて、どのようなイメージを持っています

か。（複数回答可）回答総数：1,192 

 

 

 

 

 

 

 

 

1% 3%

7%

58%

20%

11% 女性は職業を持たない方が良い

結婚するまでは職業を持つ方が良い

子どもができるまでは職業を持った方が良い

子どもができても職業を持ち続ける方が良い

子どもができたら仕事をやめ、大きくなった

ら再び職業を持つ方が良い

その他

5

44

44

92

99

116

167

174

198

253

0 50 100 150 200 250 300

その他

やっかみが出て足を引っ張られる

家族から評価される

自分自身で決められる事柄が多くなる

仕事と家庭の両方が困難

やりがいのある仕事ができる

やるべき仕事が増える

能力が認められた結果

賃金が上がる

責任が重くなる

「子どもができても職業を持ち続ける方が良い」の割合が 58％と最も高く、次に「子ど

もができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方が良い」の割合が 20%となっ

ています。 

「責任が重くなる」が最も多く、次に「賃金が上がる」が多かったです。 



 

問 10 育児や介護、家事などに女性の方がより多くの時間を費やしていること

が、働く場における女性の活躍が進まない要因の１つだという意見がありま

すが、あなたはこの意見について、どう思いますか。回答総数：325 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 女性が活躍するために、どの情報が特に必要になると感じますか。（複数

回答可）回答総数：1,346 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50%

42%

6%

2%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

14

55

105

110

118

123

190

202

210

0 50 100 150 200 250

その他

起業・ＮＰＯ活動

積極的に家事・育児に参画する男性のモデル事例

出産・育児などを経ながら就業を継続している女性

のモデル事例

就職・再就職のための職業訓練

ワークライフバランスの推進

放課後児童クラブ

介護・家事の支援サービス

仕事と育児・介護との両立支援制度

「そう思う」の割合が 50%と最も多く、次に「 どちらかといえばそう思う」の割合が

42%となっています。 

「仕事と育児・介護との両立支援制度」が最も多く、次に「介護・家事の支援サービス」

が多かったです。 



 
 

問 12 あなたが情報を入手する際、どの媒体を特に利用したいと思いますか。

（複数回答可）回答総数：666 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 働く場において女性が更に活躍するためには、常滑市と企業がどのよう

な取組を行うことが必要だと思いますか。（複数回答可）回答総数：1,551 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12

36

43

46

58

60

63

72

74

78

86

89

112

122

147

161

222

0 100 200 300

その他

女性管理職を養成するセミナーを実施

女性活躍に取り組み企業の表彰及びＰＲ

経営者向けのセミナー開催

職場や家庭内の性別役割意識を解消するセミナーを行う

女性活躍を推進するアドバイザーなどを企業に派遣する

女性活躍の先進事例等のメリットを企業に情報提供

女性の活躍に取り組む企業の公共調達の優遇策導入

女性の活躍に取り組む企業への助成

働く女性同士の情報交換や異業種交流などのネットワークづくりを支援

学校等においてキャリア教育を行う

ワークライフバランスの啓発

市が率先して女性の活躍促進に取り組む

テレワークの導入促進

女性の再就職支援を行う

男性の家事・育児参加への理解・意識改革や男性の育休の取得促進

子育て環境（保育所等）を整備

女性活躍のために常滑市が取り組むこと

「Web ページ、SNS、アプリなど」が最も多く、次に「テレビ、ラジオ」が多かったです。 

「子育て環境（保育所等）を整備」が最も多く、次に「男性の家事、育児参加への理解・

意識改革や男性の育休の取得促進」が多かったです。 

3

124

125

183

231

その他

新聞、雑誌

広報とこなめなどの広報誌

テレビ、ラジオ

Ｗebページ、ＳＮＳ、アプリなど

0 50 100 150 200 250



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 生活の中で、仕事、家庭生活、地域・個人の生活で何を優先しますか。回

答総数：340 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25%

4%

28%

26%

4%

5%

27%

37%

5%

6%

6%

9%

4%

13%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現実

希望

仕事を優先したい 家庭生活を優先したい

地域・個人の生活を優先したい 仕事と家庭生活をともに優先したい

仕事と地域・個人の生活をともに優先したい 家庭生活と地域・個人の生活をともに優先したい

仕事と家庭生活と地域・個人の生活を両立したい その他

9

48

66

78

97

117

119

123

138

144

167

207

238

0 50 100 150 200 250

その他

メンター（指導者・助言者）制度の導入

ロールモデル（手本となる先輩職員）の育成

女性のモチベーションや職業意識を高めるための研修機会の付与

転勤先の希望を考慮する等の勤務時の配慮など

男性に対する女性の活躍の必要性についての理解促進

公正・透明な人事管理制度、評価制度の構築

人材育成の機会を男女同等に与えること

採用・昇進・配置において女性が満たしにくい要件の緩和

セクハラ防止などの職場環境の整備

超過勤務削減などワークライフバランスを促進させる取組

短時間勤務制度や在宅勤務、テレワークなど柔軟な働き方を促進する

取組

女性の継続就業に関する支援

女性活躍のために企業が取り組むこと

「女性の継続就業に関する支援」が最も多く、次に「短時間勤務制度や在宅勤務、テレ

ワークなど柔軟な働き方を促進する取組」が多かったです。 

希望は「仕事と家庭生活をともに優先したい」の割合が 37%と最も高く、現実は「家庭

生活を優先したい」の割合が 28%と最も高かったです。 



 
 

問 15 仕事以外に地域で何か活動に参加した経験はありますか。回答総数：

307 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15－１ 仕事以外に地域で何か活動に参加していますか（した経験はありま

すか。）回答総数：349 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26%

29%

45%

現在参加している

かつて参加していた

参加したことはない

6

16

17

19

32

61

89

109

消費や環境などの市民活動

その他

老人クラブ・高齢者の会

女性の会・男性の会

福祉や子育て支援などのボランティア活動

教養・趣味・スポーツサークル

ＰＴＡ・子ども会

町内会・自治会

0 20 40 60 80 100 120

「参加したことはない」の割合が 45%と最も高く、次に「かつて参加していた」の割合が

29%となっています。 

「町内会・自治会」が最も多く、次に「PTA・子ども会」が多かったです。 



 

問 15－２ 仕事以外に地域で何か活動に参加したい活動はありますか。回答総

数：396 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくため

には、どのようなことが必 要 だと思 いますか。（ 複 数 回 答 可 ） 回 答 総 数 ：

1,108 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9

11

12

22

23

30

42

104

143

女性の会・男性の会

その他

ＰＴＡ・子ども会

老人クラブ・高齢者の会

消費や環境などの市民活動

町内会・自治会

福祉や子育て支援などのボランティア活動

教養・趣味・スポーツサークル

参加したいとは思わない

0 50 100 150

8

10

57

58

82

104

112

131

161

190

195

その他

特に必要なことはない

仲間（ネットワーク）作りをすすめる

啓発や情報提供、相談窓口の設置、技能の研修を行う

女性の抵抗感をなくす

社会の中で、男性により家事・育児などについてもその評価を高め

る

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担などについての当事者の

考えを尊重する

労働時間短縮など多様な働き方の普及

職場における上司や周囲の理解を進める

夫婦や家族間のコミュニケーションをよくはかる

男性自身の抵抗感をなくす

0 50 100 150 200

「参加したいとは思わない」が最も多く、次に「教養・趣味・スポーツサークル」が多かっ

たです。 

「男性自身の抵抗感をなくす」が最も多く、次に「夫婦や家族間のコミュニケーションを

よくはかる」が多かったです。 



 
 

問 17 自治会長やＰＴＡ会長など、女性が地域活動のリーダーになるためには、

どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答可）回答総数：697 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 あなたは、ＤＶに関する次のことについて知っていますか。（複数回答可）

回答総数：1,093 

 

 

 

 

 

 

 

 

14

49

66

121

128

156

163

その他

啓発や情報提供・研修を行う

一定の割合でなるような取組を進める

社会の中で女性がリーダーになることの評価を高める

女性自身の抵抗感をなくす

男性の抵抗感をなくす

地域活動のリーダーの負担を見直す

0 50 100 150 200

「地域活動のリーダーの負担を見直す」が最も多く、次に「男性の抵抗感をなくす」が多

かったです。 

1

5

126

145

218

294

304

その他

知っているものはない

愛知県が設置している配偶者暴力相談支援センターにおいて

相談や被害者の一時保護を行っている

ＤＶを受けている者を発見した者は配偶者暴力相談支援セン

ター又は警察に通報するよう努めなければならない

ＤＶ被害者を支援するために法律が制定されている

配偶者や恋人など親密な関係の人から受ける暴力を「ＤＶ」と

呼ぶ

ＤＶには身体的暴力だけでなく精神的、性的暴力も含まれる

0 100 200 300 400

「DV には身体的暴力だけでなく精神的、性的暴力も含まれる」が最も多く、次に「配偶

者や恋人など親密な関係の人から受ける暴力を「DV」と呼ぶ」が多かったです。 



 

問 19 ＤＶについて相談できる窓口があることを知っていますか。回答総数：

317 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 問 19 で「知っている」と答えた方に伺います。相談できる窓口について、

どのようなところを知っていますか。（複数回答可）回答総数：600 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58%

42%
知っている

知らない

23

48

77

77

101

111

163

その他

男性ＤＶ被害者ホットライン

法務局、人権擁護委員、法テラス

民間の団体や機関

配偶者暴力相談支援センター

市役所

警察

0 50 100 150 200

「知っている」の割合が 58%、「知らない」の割合が 42%でした。 

「警察」が最も多く、次に「市役所」が多かったです。 



 
 

問 21 ＤⅤ、セクシュアル・ハラスメント、性犯罪、売買春などを防止するために

何が必要だと思いますか。（複数回答可）回答総数：1,269 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 男女共同参画社会を推進していくために、行政は今後どのようなことに

力を入れていくべきだと思いますか。（複数回答可）回答総数：1,631 
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56

57

62

87

102

107

126

141

160

169

171

176

212

0 50 100 150 200 250

その他

広報誌やパンフレットなどで男女の平等と相互の理解や協力について

ＰＲする

研究者など従来、女性が少なかった分野への女性の進出を支援

女性や男性の生き方に関する情報提供や相談などの場の充実

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援する

学校や生涯教育などの場で、男女の平等と相互の理解や協力について

の学習を充実する

職場における男女の均等な取扱いについて周知徹底がはかられるよ

う企業等に働きかける

働きたい女性が就業調整を意識しなくてもすむ仕組み等の構築

政治や行政などにおける政策決定の場に女性を積極的に登用する

労働時間の短縮や、在宅勤務など、男性も含めた働き方の見直しを進

める

法律・条例・制度の面で見直しを行う

保育所の整備など子育て支援サービスや高齢介護サービスの充実

子育てや介護等で仕事を辞めた人の再就職を支援する

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する
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46

82

93

116

116

128

144

168

171

200

0 50 100 150 200 250

その他

メディアが自主的に倫理規定を強化する

助長するおそれがある情報を取り締まる

メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う

職場での男女の人権が軽視されないように管理者の人権教育を図る

加害者に対するカウンセリングや更正を促すプログラムの実施

家庭や学校において、男女平等や性についての教育を充実させる

捜査や裁判での担当者に女性を増やすなど被害者が届けやすいよう

にする

犯罪の取り締まりを強化

被害者のための相談窓口や保護施設を整備する

法律・制度の面で見直しを行う（罰則の強化など）

「法律・制度の面で見直しを行う（罰則の強化など）」が最も多く、次に「被害者のための

相談窓口や保護施設を整備する」が多かったです。 

「子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」が最も多く、次に「子育て

や介護等で仕事を辞めた人の再就職を支援する」が多かったです。 



 

問 233 LGBTQ+という言葉を聞いたことがありますか。回答総数：320 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 243 性的指向という言葉を聞いたことがありますか。回答総数：319 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70%

19%

11%

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが意味は知らなかった

知らなかった

55%

28%

17%

言葉も意味も知っている

聞いたことはあるが意味は知らなかった

知らなかった

「言葉も意味も知っている」の割合が 70%と最も高く、次に「聞いたことはあるが意味

は知らなかった」の割合が 19%となっています。 

「言葉も意味も知っている」の割合が 55%と最も高く、次に「聞いたことはあるが意味

は知らなかった」の割合が 28%となっています。 



 
 

問 253 周囲に LGBTQ+の方はいますか。回答総数：322 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 263 社会全体における性の多様性への理解が進んでいると思いますか。回

答総数：291 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15%

33%

52%

いる

いない

わからない

8%

55%

28%

9%
理解が進んでいる

多少理解が進んでいる

あまり理解が進んでいない

理解が進んでいない

「わからない」の割合が 52%と最も高く、次に「いない」の割合が 33%となっていま

す。 

「多少理解が進んでいる」の割合が 55%と最も高く、次に「あまり理解が進んでいな

い」の割合が 28%となっています。 



 

問 273 性の多様性について、どのように感じていますか。回答総数：318 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 283 性の多様性に対する理解の促進や支援のために、市は今後どのような

ことに力を入れていくべきだと思いますか。回答総数：1,111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58%
29%

2% 11%

社会全体で理解を進めていくべき

理解を進める必要はあるが今はこ

のままでいい

理解を進めていくべきではない

わからない
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26

34

36

54

66

74

74

88

89

114

140

155

157
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その他

特にない

市民向け講座等の開催

LGBTQ+の方との交流の場を設ける

啓発リーフレット等の作成、配布

ホームページやSNSを活用した情報発信

LGBTQ+の方同士が交流できる居場所づくり

行政職員や教職員等への研修の実施

書類やアンケート等における性別欄の見直し

パートナーの関係を宣誓できる制度の創設

更衣室や制服など性別での区別への配慮

性の多様性を理解するための学校教育

いじめや差別を禁止する条例等の制定

相談できる窓口の設置

「社会全体で理解を進めていくべき」の割合が 58%と最も高く、次に「理解を進める必

要はあるが今はこのままでいい」の割合が 29%となっています。 

「相談できる窓口の設置」が最も多く、次に「いじめや差別を禁止する条例等の制定」が

多かったです。 


